
連立方程式 ２・連立方程式の応用

２６ ２ 速さの問題（その２）

（１／５）■ 鉄橋の問題 ■

鉄橋の問題

●★解法の技術★の学習のしかた●
(1) 下の答案を理解し，「考え方」を覚えましょう。／覚えたら，.....
(2) 模範解答を見ないで，「理解のチェック」の問題を解いてみましょう。

（答案を見ながら書くと勉強になりません。一度，「考え方」を頭の中に入れることが大切です。)

★解法の技術★

ある列車が，１２６０ｍの鉄橋を渡りはじめてから渡り終るまでに

６０秒かかった。

また，この列車が，２０１０ｍのトンネルに入り始めてから出てし

まうまでに９０秒かかった。

この列車の長さと，時速を求めなさい。

【考え方】鉄橋の問題では，列車が走る距離を正しく表現することが，問題を

解く鍵になります。別紙「学習資料」を参考にして下さい。

①最初に，χ，ｙとおく量を決める。（通常は，求める量をχ，ｙとする）

列車の長さをχｍ，列車の秒速をｙｍとする。

②次に，問題の中の数量関係を調べ，図や表にまとめる。

（通常は，ある量の合計を求める等式を作ればよい）

鉄 橋 列車

１２６０ｍ χｍ

距離 ｙｍ

時間
１秒

６０秒

トンネル 列車

２０１０ｍ χｍ

距離 ｙｍ

時間
１秒

９０秒

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


□□【連立方程式 №２６（１／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める 列車の長さをχｍ，列車の秒速をｙｍとする。

２ 方程式を立てる （所要時間について）

＝６０ …①

＝９０ …②

３ 方程式を解く ①×ｙより，１２６０＋χ＝６０ｙ …①'

②×ｙより，２０１０＋χ＝９０ｙ …②'

①'－②'

χ－６０ｙ＝－１２６０

－）χ－９０ｙ＝－２０１０

３０ｙ＝７５０

ｙ＝２５ …③

③を①'に代入する。

１２６０＋χ＝６０×(２５)

χ＝１５００－１２６０＝２４０

よって，（χ，ｙ）＝（２４０，２５）

＊列車の速さの秒速を時速になおすと，

（式）２５ｍ／秒×６０×６０＝９００００ｍ／時

＝９０㎞／時

４ 確かめ ・鉄橋の場合

秒速２５ｍの列車が６０秒走ると，

２５ｍ／秒×６０秒＝１５００ｍ進む。

これは，鉄橋の長さ１２６０ｍと列車の長さ２４０ｍを

合わせた長さの１５００ｍに等しい。

・トンネルの場合

秒速２５ｍの列車が９０秒走ると，

２５ｍ／秒×９０秒＝２２５０ｍ進む。

これは，トンネルの長さ２０１０ｍと列車の長さ２４０

ｍを合わせた長さの２２５０ｍに等しい。

いずれも問題に合っている。

５ 答を書く 答 列車の長さ ２４０ｍ，列車の時速 ９０㎞

１２６０＋χ

ｙ

２０１０＋χ

ｙ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


＊学習資料 連立方程式 ２・連立方程式の応用

２ 速さの問題（その２）

（１／５）■ 鉄橋の問題 ■

鉄橋の問題

列車が鉄橋を渡る問題は，次のように考えます。

【問題】

２４０ｍの長さの列車が，時速９０㎞で２０１０ｍの鉄橋を渡りはじめ

てから渡り終るまで何秒かかりますか。

【考え方】

鉄 橋

列車· 列車·

２０１０ｍ ２４０ｍ

（２０１０＋２４０）ｍ

動く問題では，面に注目すると全体の状況を把握できなくなります。

動く問題では，必ず１点に注目して，考えを進めます。

この問題では，列車の一番前の点に注目します。

時間を求める問題ですから，速さと距離がわかれば答を出せます。

［答 案］

・速さを問題で与えられていて，９０㎞／時です。

単位をｍにそろえます。９０㎞／時＝９０×１０００ｍ／時

＝９００００ｍ／時 …①

・さて，列車が動く距離ですが，

⇒ここが鉄橋の問題を解くときの鍵になる部分です。

列車が鉄橋を渡りきるためには，赤い点は「鉄橋の長さ＋列車の長さ」を

動かなければなりません。

つまり，距離は（２０１０＋２４０）ｍということになります。…②

・①と②より，列車が鉄橋を渡りきる時間は，次の式で求めることができ

ます。

（２０１０＋２４０）ｍ÷９００００ｍ／時＝０.０２５時

時の単位を秒になおします。

０.０２５時＝０.０２５×３６００秒＝９０秒

答 ９０秒

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。
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連立方程式 ２・連立方程式の応用

２６ ２ 速さの問題（その２）

（２／５）■ 鉄橋の問題 ■

◇《鉄橋の問題》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

ある列車が，１２６０ｍの鉄橋を渡りはじめてから渡り終るまでに

６０秒かかった。

また，この列車が，２０１０ｍのトンネルに入り始めてから出てし

まうまでに９０秒かかった。

この列車の長さと，時速を求めなさい。

【考え方】鉄橋の問題では，列車が走る距離を正しく表現することが，問題を

解く鍵になります。別紙「学習資料」を参考にして下さい。

①最初に，χ，ｙとおく量を決める。（通常は，求める量をχ，ｙとする）

列車の長さをχｍ，列車の秒速をｙｍとする。

②次に，問題の中の数量関係を調べ，図や表にまとめる。

（通常は，ある量の合計を求める等式を作ればよい）

鉄 橋 列車

距離

時間
１秒

トンネル 列車

距離

時間
１秒

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


□□【連立方程式 №２６（２／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める 列車の長さをχｍ，列車の秒速をｙｍとする。

２ 方程式を立てる （所要時間について）

３ 方程式を解く

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

＊列車の速さの秒速を時速になおすと，

（式）

４ 確かめ （省略）

５ 答を書く 答 列車の長さ ，列車の時速

１２６０＋χ

ｙ

２０１０＋χ

ｙ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


連立方程式 ２・連立方程式の応用

２６ ２ 速さの問題（その２）

（３／５）■ 鉄橋の問題 ■

◇《鉄橋の問題》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

長さ３２０ｍのＡ列車が鉄橋を渡りはじめてから渡り終るまでに４５秒

かかった。また，長さ１６０ｍのＢ列車が同じ速さでこの鉄橋を渡ったら

４０秒かかったという。

鉄橋の長さとこれらの列車の速さを求めなさい。

【考え方】①最初に，χ，ｙとおく量を決める。（通常は，求める量をχ，ｙとする）

鉄橋の長さをχｍ，列車の速さを秒速ｙｍとする。

②次に，問題の中の数量関係を調べ，図や表にまとめる。

（通常は，ある量の合計を求める等式を作ればよい）

鉄 橋 Ａ列車

距離

時間
１秒

鉄 橋 Ｂ列車

距離

時間
１秒

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


□□【連立方程式 №２６（３／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる （所要時間について）

３ 方程式を解く

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

４ 確かめ （省略）

５ 答を書く 答 鉄橋の長さ

列車の速さは秒速

χ＋３２０

ｙ

χ＋１６０

ｙ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


連立方程式 ２・連立方程式の応用

２６ ２ 速さの問題（その２）

（４／５）■ 鉄橋の問題 ■

◇《鉄橋の問題》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

一定の速さで走っている列車があり，この列車が２５０ｍの鉄橋を渡り

はじめてから渡り終るまでに２５秒かかり，１０７０ｍのトンネルを通過

するとき，まったくかくれていたのは３５秒間であったという。

この列車の速さを毎秒χｍ，列車の長さをｙｍとして，χ，ｙの値を求

めなさい。

【考え方】「まったくかくれていた」の意味に注目。

列車がトンネルに入りきったときから，出る瞬間までの時間が３５

秒である，という意味である。だから，３５秒間に，列車が走った距

離は「トンネルの長さ－列車の長さ」である。

①最初に，χ，ｙとおく量を決める。（通常は，求める量をχ，ｙとする）

列車の速さを毎秒χｍ，列車の長さをｙｍとする。（問題で指定）

②次に，問題の中の数量関係を調べ，図や表にまとめる。

（通常は，ある量の合計を求める等式を作ればよい）

鉄 橋 列車

距離

時間
１秒

列車 トンネル

距離

時間
１秒

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


□□【連立方程式 №２６（４／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる （所要時間について）

３ 方程式を解く

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

４ 確かめ （省略）

５ 答を書く 答 Ï答え方に注意

２５０＋ｙ

χ

１０７０－ｙ

χ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。
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連立方程式 ２・連立方程式の応用

２６ ２ 速さの問題（その２）

（５／５）■ 鉄橋の問題 ■

◇《鉄橋の問題》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

一定の速さで走っている列車があり，１８００ｍのトンネルを通過する

とき，まったくかくれていたのは１分間であり，この列車が１５００ｍの

鉄橋を渡りはじめてから列車の先頭が鉄橋を出る瞬間までに１分間かかっ

たという。

この列車の長さをχｍとし，列車の速さを毎秒ｙｍとして，χ，ｙの値

を求めなさい。

【考え方】「まったくかくれていた」の意味に注目。

列車がトンネルに入りきったときから，出る瞬間までの時間が１分

間である，という意味である。だから，１分間に列車が走った距離は

「トンネルの長さ－列車の長さ」である。

＊速さの問題では，単位はふつう「速さ」にそろえます。

列車 トンネル

距離

時間
１秒

鉄 橋

列車

距離

時間
１秒

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html


□□【連立方程式 №２６（５／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる （所要時間について）

３ 方程式を解く

代入法Ì

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

４ 確かめ ・トンネルの場合

秒速［ ］ｍの列車が［ ］秒間走ると，

（式）

より，［ ］ｍ進む。これと列車の長さの

［ ］ｍを合わせるとトンネルの長さの

［ ］ｍになる。

・鉄橋の場合

秒速［ ］ｍの列車が［ ］秒間走ると，

（式）

これは，鉄橋の長さの［ ］ｍに等しい。

いずれも問題に合っている。

５ 答を書く 答 Ï答え方に注意

１８００－χ

ｙ

１５００

ｙ

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m8/Sam_m8_MENU.html



